
第33回総会〕

A 52

食　物　27

そ/*■'麺心|張孤M.･≒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m酸、吏考添ヵい場を）
　　東水農大来養・杉ふ弐j　　あ苓大^活fl逮　褐場博保

　1的　前恨¨），こみいて^ a"酋の粘弾性争動/-. あよ/rリゑ諦, 痕塩，酢酸，重曹・影/if*ヽ‘

見いれ配こと£粧畳した.　い，こいヽ｀調理知工'^牟岬形昿t I 7 良型i た場合n、と" (7>よ

うな性伏丿曼^いヽとかi A. ^ば｀紛l 廸択/- I た時，これ等鴻加布ヵ川張旅度/こ与えi

fi >|?リロ把時間h リWi孫r凍μしr-- と々う, 芳子･か見わχ゛得^ iK ／ia, r根音f i .

　才蔵　μ荷ふよひ康加笥ほ前楳“）と同ぴt，・を用いた. 沸加-1 litI )j-勅/.なi ^､i > ,

３ %, 彫濠申n i｀% tでil. I た*ヽ^，酢敵'-.つヽヽ乙は実用面pヽら;, 3μt>-だ．麺の調製

は訪°A 加水むし, こ≪i米に器加徊£漆解（ま' -ル･ﾔz-籾と子備建坪・七，ﾉりMo,llt^k好

( I^p．i私業）Tt地を/li 2.，－，=民延レ，f Z～八戸栽敗^した．B）押教蔵型り^

帰撹抒後笠地を押式旅^機（碑を<s社研明廃－ヤX p yt.祠ヽ¥ア- iぷ型）I" 4り-. p. ．ノ

ズ･レP 径ば,・－でヽ岬ぬ参麺とI =,. Is "^ 加烋低は夕塘°> 紅馮宇て･ヽ3 .　ダ, ﾉ∂分ゆで二木コ

'j. 恢冷後鏝m.景わ揃し･叫1 , 進凰7琴乙んで頌張強度^ 刺走（飯尾^扱製午iヵ

一ドメヽ一タ- /心に）L た．彫持駒よ麺貯面積・加忽,によi 増加市t こ，れ/z函I た．

　政策　参麺識刑，B押麦･よ見らあ今*ヽ・た. 溥粧, 孝塩，重者IJ/まヵO/こよﾊﾟﾉ張弦度乙

吊i・々られ．3 %よク/ χ・方が｀でヽ高い徒とれI 八-加来吟間lリi填旅P物い5冰の場合

i ぶ分i）ゝ゛尋犬狸度とふむ六．/，<&■ K比レ3 分加社，方バヽ弐度人でふi ・λ, 砂糖I % , t

考3 % 泣加の場登びふノ. μ0分ヵP熱s> 方t-v-入念ヽ- りま食息ノμ, 酔眼; , 3 μで゛<ftリ々．

“）おム. 福馮　33 因　β半衣良ﾉt々限度令&　前ili.°> i り

A 53 馬鈴巣測捕球の流動衿性
瀕立々久衣攻　O名和子　e藻^人書攻　利^ひろ　申滴祐子

　目的種，・嗜朗^-j ･^みヵ･エなど,r fj IS.5此ひ. g ､h^隨濠ぬ糊凌,流転跨まき永

め鞭打した．^ fcして，加熱和牛亙劃にぜ八時^テベ･ソトロピー性肩-C

特性（調理乞と;のよう'j関連がぶりヽIn -ﾌV>て襖討と行，八。

　方汰試料としてえ遭度2，3.4 が％。馬齢斎澱粉糊浚. めt加熱^卯と2分々熱・も・

永用いな。ロトビスコ回転粘溥計と用い，3･μ～浅2夕之‘りずク連凌･こ対ダi応カー時朋

曲線を永めた。^配す丿建屋変化率直0./ら0･易／-S6,Lu:^ と3段階,ご釦(l^もそれりK

の流動聶歴を7扉μ

　移革　，桐

ターン＆示しんみおり粘性車^ずヽ丿逮度り扇曝と芦対数クリア上に示したとり。加
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